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第６次豊橋市総合計画並びに第２期豊橋市まち・ひと・しごと創生 

総合戦略の策定にかかる将来人口の推計について 
 

本市が 2015 年に策定した「豊橋市人口ビジョン」（以下、人口ビジョンと表記）では、2010 年国

勢調査を基に 2060 年までの人口推計を行ったところ、このまま人口減少が進行すると 2060 年には

30 万人を割り込むことが見込まれる結果となりました。あわせて、将来を見据えた取り組みを進め

ることで 30 万人を維持、さらには取り組みの相乗効果による市民の意識と行動変容の上積みも見

込み、33万人を展望できることを示しました。 

今回、第６次豊橋市総合計画並びに第２期豊橋市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定にあた

り、2015 年国勢調査を基に同期間の人口推計を再度行ったところ、2060 年に 30 万人を割り込むな

ど依然として厳しい状況が見込まれる結果となりましたが、人口ビジョンの推計結果から大きな乖

離は見られませんでした。 

本市としましては、現在の都市機能や質の高い住民サービスを維持するとともに、自主的で自立

した行政運営を確保するため、今回の人口推計に加えて引き続き長期の人口ビジョンで示した人口

見通しを踏まえながら、一層の人口減少対策を盛り込んだ計画を策定するものとします。 

 

１．人口（総数） 

 

 今回、2015 年国勢調査を用いた人口推計（以下、今回推計と表記）において、総数では人口ビジ

ョンの低位推計とほぼ同じ軌道を示しました。 

 

豊橋市の人口（総数）の推計 

 

※推計方法や主な仮定値の考え方は後述＜参考資料＞のとおり 
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２．年齢３区分別人口 

 

今回推計では、０～14 歳並びに 15歳～64 歳人口の減少傾向が人口ビジョンの低位推計より緩や

かとなる一方で、65 歳以上人口は低位推計より 10 年早い 2040 年にピークを迎える見込みとなり

ました。 

 

豊橋市の年齢３区分別人口の推計 

 

■今回推計（2015 年基準） 

 

■低位推計/人口ビジョン（2010 年基準） 

 

※2015 年までは実数、2020 年以降は推計値（十の位を切り捨てているため、合計が人口（総数）と合わな
い場合あり）  
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【補足】2030 年並びに 2060 年における今回推計と低位推計の比較 

  

2030 年における今回推計と低位推計の比較では、０～14歳人口で今回推計が低位推計を上回っ

ています。また、2060 年の総数は今回推計が低位推計を下回るものの、０～14 歳人口並びに 15～

64 歳人口では上回る見込みとなりました。 

 

区分 
2030 年の推計人口 2060 年の推計人口 

①今回 ②低位 差/①−② ①今回 ②低位 差/①−② 
総数 359,000 人 359,000 人 ±0 人 284,000 人 287,000 人 -3,000 人 

0〜14 歳 44,100 人 40,100 人 +4,000 人 32,700 人 28,200 人 +4,500 人 
15〜64 歳 212,200 人 215,700 人 -3,500 人 151,500 人 148,600 人 +2,900 人 
65 歳以上 102,700 人 103,200 人 -500 人 99,800 人 110,400 人 -10,600 人 

 

 ※総数は百の位を、年齢３区分別は十の位を切り捨てているため、年齢３区分の合計が総数と合わない場
合あり 

 

＜参考資料＞ 

〇推計方法 

国立社会保障・人口問題研究所（以下、社人研と表記）で採用されている「コーホート要因法」を用いて推計してい

ます。なお、人口ビジョンでは 2010 年国勢調査を、今回推計では 2015 年国勢調査を基準に推計しています。 

 

〇主な仮定値の考え方 

（１）移動に関する仮定値 

 人口ビジョンでの推計では、低位、中位、高位のいずれも、2000 年から 2005 年までの純移動率と 2005 年から

2010 年までの純移動率の平均値から純移動率を算出しています。一方、今回推計では、2005 年から 2010 年までの

純移動率と 2010 年から 2015 年までの純移動率の平均値から算出しています。 

（２）出生に関する仮定値 

人口ビジョンの推計では、０～４歳までの人口の算出に合計特殊出生率※１を用いていましたが、社人研が合計特

殊出生率から子ども女性比※２を用いた推計に転換していることに準じて、今回の推計では本市も子ども女性比を用

いることとしました。 

 

低位推計：合計特殊出生率の本市実績を基に社人研が用いた愛知県の推移に比例して設定 

中位推計：合計特殊出生率を 2030 年に 1.67、2040 年以降を 1.8 に設定 

高位推計：合計特殊出生率を 2030 年に 1.8、2040 年以降を 2.07 に設定 

  今回推計：社人研が用いた本市の子ども女性比を基に 2060 年まで算出して設定 

 
 ※１ 合計特殊出生率…１人の女性が 15 歳から 49 歳までに生む子どもの数の平均値 

 ※２ 子ども女性比…0 歳から 4 歳までの人口を同年の 15 歳から 49 歳までの女性人口で割った値 

 


